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論文審査および最終試験の結果

1 ．論文審査の結果

1 ）提出論文の構成

本論文の構成は次の通りである。

第 1章　緒論

第 2章　運動種目の違いからみた動的バランス能力の差異

第 3章　動的バランスのトレーニングおよび脱トレーニングの影響

第 4章　総括

2）提出論文の概要および評価

体力の中でも姿勢の調整能力に関連した研究は、筋力および持久力に関する研究と比べて極めて少ない

のが現状である。ヒトの姿勢調整におけるバランス能力とは、主に立位での姿勢調整に関する能力を指す。

この能力には身体を支える支持面が不動の場合と可動の場合とがあり、一般的に前者は静的バランス能力

（static balance ability）、後者は動的バランス能力（dynamic balance ability）と言われている。その中でも、

実際の体育・スポーツ場面では後者がより多く係っていると考えられる。しかし、その動的バランス能力

と実際の運動鍛錬との関係、あるいはそのトレーニングおよび脱トレーニングの影響に関する研究は極め

て少なく且つ断片的であり、必ずしも解明されているとは言い難い。本論文は、これらの現状を踏まえつ
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つ、上記の諸課題に焦点を当てて問題の解明を試みようとしたものである。

本論文の第 2章においては、不安定プラットフォーム上での平衡維持時間を動的バランス能力の指標と

して用い、運動種目の異なる男子高校生アスリート76名の平衡維持時間を測定した結果、特定の種目間に

有意差の存在することを示した。その原因として運動種目の動作の特性によって平衡機能系におよぼす刺

激が異なる可能性を考察している。この研究においては運動種目間に動的バランス能力の差異が存在する

ことを示した点において評価される。

さらに第 3章においては、不安定プラットフォーム上での平衡維持時間を動的バランス能力の指標とし

て用い、動的バランスのトレーニング効果を検証した。35名の男子大学生からなる被験者を用い、 3つの

トレーニング群（週 1日トレーニングのグループ、週 2日トレーニングのグループ、週 3日トレーニング

のグループ）およびコントロール群に分けて実験を行った。 9週間の動的バランストレーニングの結果、

週 1日ではトレーニング効果は見られなかったが、週 2日以上になると有意なトレーニング効果が見られ

た。また本研究においては、平衡維持時間と共に不安定プラットフォームの傾斜角度、傾斜速度および頭

部加速度を計測することによって、トレーニングに伴う動的バランスの取り方、すなわち姿勢調整様式の

変容の可能性を論議している。 1日10回の最大努力という条件の下において、トレーニング効果の出現に

必要なトレーニング頻度を明示した点において評価される。

また同研究では、平衡維持時間のトレーニング効果が脱トレーニングによってどのように消長するかに

ついても検討をしている。すなわち、トレーニング後（脱トレーニング） 0週目、 9週目および21週目に

計測した平衡維持時間を比較した。その結果、トレーニングによって得られた効果は脱トレーニング中も

増減することはなかった。つまり、動的バランスのトレーニング効果は計測最長の脱トレーニング21週経

過後も減少しないという重要な事実を示した。さらに、上述の場合と同様、その他の諸計測項目の値を使っ

て、脱トレーニング中の姿勢調整様式の変容の可能性を論議している。

以上、本論文の評価される点について述べたが、同時に論文審査の過程で明らかになった若干の問題点

について触れておきたい。一つは、身長や体重の体格面における因子が平衡維持時間とどのように関連し

ているのか触れられていないことである。第二に、左右方向へ振れる不安定平衡板では動的バランス能力

の一面しか測定していないことである。第三に、第 2章で用いられた左右方向へ振れる際の動的バランス

能力と第 3章で用いられた前後方向へ振れる際の動的バランス能力の相互関係が調べられていないことで

ある。さらに、動的バランス能力をヒトの解剖学的構造から論議することも必要である。しかしながら、

これらの問題点は本論文の価値を否定するものではなく、今後の研究の発展に委ねられるところであると

考えられる。

本論文の学位審査委員会は、以上の諸点を慎重に検討した結果、本論文は博士学位論文として適格であ

るという結論に到達した。

3）提出論文と既刊論文との関係

本論文を構成する各章の内、以下の章は下記の学術誌に掲載された論文を中心にして書かれたものである。

〈第 2章〉

黄　漢年、山本高司 （2001）運動種目の違いからみた動的直立姿勢維持の差異に関する研究 .  日本スポー

ツ教育学会第20回記念国際大会論集 . pp. 235-238

〈第 3章〉
Han-Nien Huang and Takashi Yamamoto （2013） The effects of balance training frequency on the balance ability in 

healthy young adults. Journal of Exercise Physiology online (JEPonline) 16(1): 86-94
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Han-Nien Huang and Takashi Yamamoto (2014) Effects of detraining on the training-induced balance ability in 

humans. Journal of Exercise Physiology online (JEPonline) 17(1): 50-57

2 ．最終試験の結果

本論文の内容に関して、2015年 1 月30日に口頭にて最終試験を実施した。その内容は、実験に関する方

法論、実験結果の解釈、体育・スポーツへの寄与等についてその学識と研究能力を確認しようとするもの

であった。その結果、これらの事項に関し充分な学識と研究能力とを有していると判定した。

3 ．学力の確認

本論文の提出者は、中京大学大学院体育学研究科博士課程において所定の単位を修得し、且つ本論文の

一部を構成している原著論文を内外の学術誌に複数発表し、その内の 2編は英文にて掲載されていること

等を勘案し、博士の学位を授与されるに値する学力のあることを確認した。

4 ．結論

本学位審査委員会は、提出された博士学位請求論文が博士の学位を授与されるに値するものであり、か

つ論文提出者はその専門分野における充分な学識と研究能力とを有するものであることを確認したので、

博士（体育学）の学位を授与するのに適格であると判定した。

 以上


